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　The…primer…handbook…of…Christianity,…Shito Gyō Den no Hanashi,…was…
translated… from… the…English… book,…The Story of the Apostles,… and…
published… in…1877… in…Kobe.… It… introduced…a…plain…spoken…Japanese…after…
the…English…original…style…and…was…written…exclusively… in…Hiragana… (the…
Japanese…syllabic…alphabet).…Even…though…this…experimental…publication…
excluded…all…Kanji… (Chinese…characters)… from…the… text,… there…remained…





the…translators…of…Shito Gyō Den no Hanashi…often…choose…different…words…
from…two…other…bibles’… for… the…same…things.… In…such…cases,… the… former…
tends…to…select…naturalized…Chinese…origin…words…in…everyday…use,…as…well…
as…Wago… (native…Japanese…words).…Second,…even…when…these…three…texts…
use…the…same…words,…differences… in…usage…are…observed… in…a… few…cases.…







































著『The Story of the Apostles; or, The Acts Explained to Children』を種
本とし，アメリカン・ボード（American…Board…of…Commissioners… for…
Foreign…Missions）の宣教師ジュリア・ギューリック（Julia…Ann…Eliza…


























































































































　聖書邦訳史における B と C の位置づけについては，海老沢（1989）や
川島（2008）などの先行研究に譲り，ここでは両書の用語と用字の特徴






















の…わざ」では，例えば「時分（1 章 7 節），詩（1 章 20 節），舌（2 章 3 節）」
等の漢字を，平仮名の本文の右傍行間に添えている．これらは平仮名の場
合「自分，死，下」等と紛らわしい．
　B も C も平易とはいえ文語による聖書の邦訳であり，口語で入門書を





表の形にして比較の便宜を図った．表 1 はその一部で，上位の 30 語だけ

























A と C は平仮名を専用するので，表 1 の A と C の漢字は，B の漢字表記
を参照しつつ，稿者が妥当だと思う漢字（A ～ C とも現行の字体）を当
てた．
　例えば表の左欄 1 番のところに，A が最も頻用する字音語「しんじや」
を掲げ，漢字として「信者」を当てた．続いて，A の使用回数 84 回，聖
書 B の 6 回，聖書 C の 7 回，つまり延べ語数を示した．マイナス記号は
用例なし（0 回）を意味する．語頭にマル「○」印を付した項目，例えば






















































































示したように「陣営」と類義の関係にある．A と C が通俗的な「陣屋」を，
B が硬い「陣営」を選んでおり，各書の訳語選択姿勢をうかがわせる好例
である．











































































　以上のように A・B・C を比べると，予想どおり「俗漢語」は A に多く，
B に少ない．C はその中間ということができる．
4．具体例の比較その 1「主，聖霊，異邦人，使徒」
　表 1 から特徴のある語を取り上げ具体的に検討していく．まず，B と C























」を B は一度も使わない．書名にも B は「使徒」を，
C は「使者」を採用しており，訳語の選択方針が明確に反映されている．
　B は「シシャ」という語は用いないが「使者」に傍訓「つかひ」を施し














































































































C では「きみよ（、あなたは…いま…）」（1 章 6 節）としている．さらに C
は「聖霊」を「きよき…みたま」，「異邦人」を「いじん（異人）」とする．
　A が以上の 4 語「主，聖霊，異邦人，使徒」をどう扱っているかを見
てみよう．A の書名にも含まれる「使徒」は，B と同じく登場機会が多い．
また「聖霊」も B ほどではないが頻繁に登場する．A に「聖霊」が最初
に登場するのは本稿の第 1 節で引用した A の冒頭部であるが，それ以降
も語釈を加えることなく自明の言葉として用いている．「聖霊」の代わり
1191877 年刊『使徒行傳の話』の語彙とりわけ字音語の分析





」15 例は，単純な使用回数でこそ「聖霊」の 19 例と大
差ないように見えるが，B の用例数との比率は両語間で大きく異なる．「聖
霊」が A19 対 B42 例で 2 倍強の差でしかないのに対して，「主」は A15
















」を，A が「かみ（さま）」を使う例を 2 箇所みてみよう．ま














か」（11 頁）としている．ちなみに C は同じ節を「なんぢら…ともに…はか
りて…きみの…みたまを…こゝろみるは…なんぞや」と訳している．また 22 章

















































　以上，B に頻出する「主，聖霊，異邦人，使徒」の 4 つの漢語に関し，
C も視野に入れつつ，A がどう表現しているかを観察した．4 語のうち「異
邦人」の使用について A は消極的であり，また C が用いる漢語「いじん（異
人）」も避け，和語による言い換えを進めている．そして「主」について，




































　また「割礼」についても，聖書の使徒行伝 15 章 1 節に相当する 59 頁で，
ただ 1 度だけ使用するにすぎない．
　「不義」も端折られがちだが，24 章 21 節に相当する 104 頁では「あし
き…こと」と言い換え，また 25 章 10 節に相当する 107 頁では「むほん…な
ど」と敷衍的な言い方をしている．
























































































































































」が 2 例みえる．他方 B と C
には「裁判（を）する」という動詞はなく，B は「裁判所」3 例と「裁判人」
1 例の計 4 例，C は前者 4 例と後者 1 例の計 5 例，いずれも複合名詞の形















































































　A と C は平仮名を専用し，B も分冊の初期段階では平仮名を表記の中







































（217 ～ 278 年）から，『日本国
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